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１ 目指す学校像   「先生大好き・友だち大好き・学校大好き 桶川東小学校」 

 

２ 評価結果 

領域 № 評価項目 
自己評価 学校関係者評価 または 

学校運営協議会における評価 評価 説明及び学校の考え 

組 

織 

・ 

運 

営 

 

１ 教職員一人一人が学

校経営方針を踏ま

え、主体的に分掌の

遂行に努めている。 

A 先生方一人一人が分掌の遂行に

努めている。 

管理職への報告・相談・連絡がし

やすい雰囲気がとても良い。 

・教職員間の雰囲気がよいのは、とても

良いことである。昨今、教員の不祥事

も報道されている。風通しの良い職

場であることは大切である。 

・効率的・計画的に会議が進められてい

るのはよい。会議は縮小傾向にある

と思うが、しっかりと話し合いをす

る中で、ベテランの先生の考え方や

取り組み方を学ぶよい機会にもなる。 

６ 学校は諸会議の計画

的・効率的な運営と、

校務支援・週報の活

用を図っている。 

A 週報や校務支援等を活用して、共

通理解を図れている。 

職員会議の前に教科等部会や運

営委員会などの時間を設けた。より

計画的に進められていて大変良い。 

学 

習 

指 

導 

８ 学校は学習課題を明

確にしたわかる授業

を創造し、基礎基本

を定着させている。 

A  今年度は、授業研究や学校課題研

究の取組として「お散歩デー」があ

り、様々な先生方の授業を参観でき

る機会が増えた。本校のスタイルを

理解したり自身の授業改善につな

がった。 

・様々な研修や、お散歩デーという授業

参観の機会を設けていることがよ

い。そういった時間や機会があるこ

とで、勉強しやすい雰囲気になる。 

・ノートDAYはよい取組と感じる。特

に、高学年では子供のノートをみる

ことがなくなっていくため、保護者

への啓発になる。 

13 学校は家庭との連携

を図り、積極的に家

庭学習に取り組ませ

ている。 

A  ノートDAYがあることで、保護

者が関心をもってくれるようにな

った。児童への励ましのコメントを

書いてくれることもあり、児童にと

ってもよい効果があった。 

生 

徒 

指 

導 

・ 

教 

育 

相 

談 

15 学校はいじめ防止基

本方針を基に、児童

理解を進め、いじめ

の根絶を図ってい

る。 

A  児童会によるよびかけや、小さな

芽を見逃さず、積極的な生徒指導を

組織的に行えている。些細なことで

もよく相談することができる。 

・いじめの件数については、数の多さだ

けで判断できるものではない。それ

らをよく見付けてくれ、未然に防い

でいることだと捉える。 

・あいさつがよくできる児童がいる。特

に校内では、学年に関係なく自分か

らあいさつをしてくれている。校外

では、声が小さくなったりあいさつ

の声が出なかったりする場合もあ

る。繰り返しの指導が必要。 

 

20 学校は、児童が時と

場に応じたあいさつ

や返事ができるよう

に指導している。 

B  あいさつや言葉遣いの指導を繰

り返し、根気強くする必要がある。

よくなっているとは感じるが、時と

場に応じた態度とともに指導して

いきたい。 



健 

康 

教 

育 

 

24 学校は、児童の体力

向上のために体育や

外遊び等に意欲的に

取り組むように働き

かけている。 

B  ３５分休みに「外に出なければな

らない」という指導ではない方がよ

いのではないか。室内で読書などを

して静かに過ごしたり、自分の好き

なことに集中して取り組んだりす

ることもある。 

・外で遊ぶことについて、強要されると

辛い児童もいるだろう。体力の向上

は必要であると考えるが、それだけ

ではないことも理解してもらえるこ

とはよい。 

・不審者や地震等災害に対する備えは

必要である。適切な指導を続けてほ

しい。 

27 学校は、児童に災害

や危険を回避できる

生活安全能力を育成

するための具体的な

指導を適切に実施し

ている。 

A  防災訓練について、毎回検討が進

んでいる。様々な危険や災害に備

え、どのような指導を行う必要があ

るか、今後も検討し改善をする。 

学 

習 

環 

境 

 

28 学校は掲示物の工夫

や整理整頓に配慮し

たり、体力向上の取

り組みをしたりし

て、学習と運動の環

境を整備している。 

B  黒板や教室前面にある掲示物が

多く、煩雑な印象を受ける教室があ

る。日頃から整理整頓が必要である。 

 体力の向上について、時期により

取組をしている。児童がその期間集

中して運動に取り組むことができ

るのがよい。 

・廊下などに、様々な掲示がされてお

り、児童にとって興味を高めるものと

なっている。縄跳びの取り組みなど、児

童が寒い中でも体をよく動かせる取組

があってよい。 

・学校ファームは、地域の方を巻き込む

ことも一つの手ではないか。PTA とも

話をしながら考えていく。また、全ての

学年ではなく、作物がしっかり育つよ

う３つくらいに絞ってはどうか。 

29 学校は栽培活動（学

校ファーム）や奉仕

活動（福祉体験活動）

を充実させている。 

B  学校ファームの管理や活動の仕

方について検討が必要である。ま

た、福祉体験活動についても取り組

み方を検討する。 

教 

職 

員 

の 

資 

質 

向 

上 

31 学校は、研修に意欲

的に取り組み、自ら

の資質を高め、指導

力の向上を図ろうと

している。 

Ａ  夏季研修や学校課題研修など、計

画的に進んでいる。お散歩デーや任

意研修など、自主的に研修を進める

こともできるのでよい。研究授業な

どのタイミングが重ならないよう

にしたい。 

・先生方が進んで他の先生の授業を見

て学ぶというのはよいことである。社

会が大きく変化しており、学ぶことも

多いと思うが、研鑽に励んでほしい。 

・ニュースでは教員の不適切な行動に

ついて報道されている。昔と今では、子

供に対する接し方で注意することも変

化している。服務規律については、十分

に注意し、日々指導をお願いしたい。 

33 学校は倫理確立委員

会の機能を充実させ

るなど服務規律の徹

底を図り、教職員は

服務の厳正を認識

し、実践している。 

Ａ  輪番制で、様々な職員が研修を行

うので、テーマや研修内容が入って

きやすい。 

家 

庭 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

35 学校は、保護者やＰ

ＴＡ，地域の期間と

の関連を図って活動

をしている。 

Ａ  ２学期の教育相談週間で、もう少

し多くの保護者と話ができるよう

にできないか。学校からも面談の希

望を積極的に伝えることを保護者

にご理解いただきたい。 

・教育相談というと、身構えてしまう保

護者も多いのではないか。丁寧に共通

理解を図りながら、面談については相

談してほしい。 

・ホームページがよく更新されていて、

学校の様子がわかる。児童の顔や名札

などに配慮しながらの掲載は大変なこ

ともあると思うが、これからもどんど

ん発信してほしい。 

36 学校は、学校だより・

情報メール・ホーム

ページなどにより、

教育活動の様子や情

報などを積極的に保

護者・地域に発信す

るよう努めている。 

Ａ 

 

 情報メールやホームページでの

発信が浸透してきたように感じる。

学級通信がなくとも、クラスの様子

や学年の様子が伝わるように、ホー

ムページなどの媒体をうまく活用

していきたい。 

＊評価項目については各学校で領域ごとに項目を２～３設定する。 


